
「市民に愛され市民に貢献する」企業グループとして

編集方針

シチズングループは、「Micro  HumanTech ： 超小型技術・超精密技術・低消費電力技術」により、
時計をはじめ、電子デバイス、電子機器、産業用機械などの多彩な製品群の提供を通じて
生活の豊かさや産業の発展に貢献しています。
また、事業にあたっては、「世界の市民に愛され親しまれるように」という思いに基づき、
多様なステークホルダーの皆様との対話を重視し、企業の社会的責任（CSR）を果たしていくよう努めています。

「シチズングループCSR報告書2008」では、
2007年4月1日からの純粋持株会社体制への移
行に伴い、シチズンホールディングスのCSRに関わ
る方針・施策を報告するとともに、各事業会社の
CSRの取り組み状況を調査し、最新の活動を報告
するよう努めました。
また、社会の関心が高く、多様な事業を展開する
シチズングループにとっても重要な“品質・製品安全
に対する取り組み”を「特集」として取り上げました。

WEBサイトとの連動について

本報告書で掲載しきれなかった情報については、
WEBマークを付記し、WEBサイトにて開示してい
ます。

CSR報告WEB版

免責事項
本報告書には、将来予測も記載しています。これらは記述した時点で入手
できた情報に基づいたものであり、実際の活動結果が予測と異なる可能
性があります。

報告対象と報告範囲

経済データ・社会データ：
国内外シチズングループ（計76社）
環境データ：
国内外シチズングループ（計33社）

報告期間

2007年度
（2007年4月1日～2008年3月31日）
ただし、一部2008年度の内容を含みます。

参考にしたガイドライン

「サステナビリティ・リポーティング・ガイドライン
2002」（GRI）
「サステナビリティ・リポーティング・ガイドライン
2006」（GRI）
「環境報告ガイドライン（2007年版）」（環境省）
「環境会計ガイドライン（2005年版）」（環境省）

次回発行予定

2009年6月

http://www.citizen.co.jp/social/index.html
日本語版WEB

http://www.citizen.co.jp/english/csr/index.html
英語版WEB
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